
１ 調査の目的

全国一斉に実施する全国学力･学習状況調査を活用し、本町児童生徒の学力や学習状況を客観的

に捉え、改善を図り、義務教育段階での確かな学力と望ましい生活習慣の定着に役立てることを目

的としています。

２ 調査の内容

（１）調査期日 令和７年４月 17日（木） ※質問調査（小中）、理科（中）はＣＢＴにて別日

（２）対象学年 小学６年生 中学３年生

（３）教科に関する調査

・小学校６年 国語、算数、理科

・中学校３年 国語、数学、理科

（４）生活習慣や学習環境等に関する質問調査

・児童生徒に対する調査

・学校に対する調査

３ 本町における調査結果の公表について

義務教育９年間は、将来、社会に出てから必要な「確かな学力」を身に付ける大切な時期であり、

学校・家庭・地域が共通の目的をもって各々の役割を認識し、協働して学力向上の取組を進めてい

くことが大切です。その為にも、本町児童生徒の学力及び学習状況の実態を知っておくことが必要

なことから、参考資料として、本町の調査結果を公表しています。

４ 調査結果の解釈について

（１） 本調査問題によって計ることのできる学力は、児童生徒が身に付けるべき学力の特定の一部分

であり、学校における教育活動の一側面に限られます。

（２） 本町は調査対象数が少ないことから、一問に対する正答･誤答、一人の結果が、学校の平均正

答率を大きく変動させることになります。また、問題の傾向や難易度も違うため、各年度の平均

正答率は単純に比較できるものではありません。

（３） 各学校では、調査結果を次の指導に生かすことが何よりも重要と考え、結果にもとづいた授業

改善に取り組んでいます。

令和７年度全国学力・学習状況調査

京極町の調査結果（概要） 京極町教育委員会



　教科の領域別に全国を１００とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

◎

「京極ＳＴＡＮＤＡＲＤ」に基づき小中連携して取り組む課題解決型授業の充実による義務教育９年間の学びの連続性確保。学びを選
択、自己調整できる指導計画や学習環境の充実。

加配教員・非常勤講師・特別支援教育支援員を配置し、児童生徒の教育的ニーズに配慮した学習活動の展開など、子どもが安心し
て学びことができる環境の確立。

１人１台端末を活用した授業の活性化と深化、デジタル学習基盤の効果的な活用による基礎学力の確実な定着。

【京極町の学力向上策】

【教科全体の状況】

■京極町内の状況及び学力向上策　　（小学校数：1校 、児童数：15人） （中学校数：1校 、生徒数：25人）

「困りごとや不安があるときに、先生や学校にいる大人にい
つでも相談できますか？」にも、肯定的回答が全国比より
10％以上高いなど、心理的安全性の高い集団であると考えら
れる。そのことは、授業時間における落ち着いた学習活動の
展開に関連し、学習内容の定着につながっているのではない
かと考える。

「京極STANDARD」に基づいた授業展開を意識することで、学び

の自己調整力が高まり、「自立した学習者」としての力が身につき

つつある。学年段階に応じて、「まとめ」を自分の力で表現できるよ

うに意識した授業展開や、困ったときには他者参照を適宜行ってい

ることにより、誰一人取り残さない多様な学びの機会が充実してき

ているのではないかと考えられる。

ロイロノートやクラスルームを日常的に使用し、各教科共通様式

のふりかえりをクラウド上で行うなど、ICT機器の活用機会を積極的

に作ることを学校全体で意識した成果が出ているものと思われる。

外部人材を活用した授業や、地域の社会教育活動の質や量の豊

富さが、生徒に体感できる状況となっていると考えられる。

特に国語の授業では、伴走者として効果的に生徒に働きか

けを行っていることがわかる。子ども一人一人に対して効果

的な教育活動を展開するための授業観の転換を、教師が意

識し始めていると考えられる。

◎

◎
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【質問紙の状況】

平均正答率 小学校 中学校

国語 76 49

算数・数学 65 35

理科 65 495
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※中学校理科は、内容ごとの平均値が提供されていないため未記載
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※中学校理科は平均IRTスコア
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令和７年度全国学力・学習状況調査の分析について 

京極町教育委員会  

１ 調査分析の目的 

  全国学力・学習状況調査の目的に基づき、以下の視点で分析を行う。 

（１）児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、教育活動の成果と課題を検証しその改善を図る

こと。 

（２）児童生徒への学習指導の充実や学習状況の改善等に役立てること。 

（３）（１）（２）を通じて、教育に関する継続的な検証サイクルを確立すること。 

（４）（１）～（３）を踏まえて、調査問題の傾向から、「主体的・対話的で深い学び」の視点から

の授業改善の参考にすること。 

 

２ 分析結果の取扱いの留意点 

（１）調査により測定できるのは学力の特定の一部分であること、学校における教育活動の一側面

であることを踏まえた解釈に努める必要があること。 

 

３ 本町の分析のねらい 

（１）１に基づき分析を行うこと。 

（２）特に課題のあった問題をつかみ、授業改善の参考にすること。 

（３）問題の傾向から、求められている授業観を再確認すること。 

（４）質問調査から、本町の「強み」を見つけたり、小中の共通課題を見つけて、小中で連携した

改善に向けての参考資料としたりすること。 

 

４ 教科全体の状況  

 平均正答率で上回る場合「◎」 ほぼ同じくらい「〇」 下回る場合「△」 

（１）小学校 

教科 北海道平均 北海道との比較 全国平均 全国との比較 

国語 ６５．０ ◎ ６６．８ ◎ 

算数 ５５．０ ◎ ５８．０ ◎ 

理科 ５６．０ ◎ ５７．１ ◎ 

 

（２）中学校 

教科 北海道平均 北海道との比較 全国平均 全国との比較 

国語 ５４．０ △ ５４．３ △ 

数学 ４７．０ △ ４８．３ △ 

理科 ５０．０ △ ４８．３ 〇 
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５ 児童生徒の学力や学習状況について 

 教科の傾向 

（１）国語 ※「－」は問題の設定がない内容 

 ①学習指導要領の内容            ②評価の観点 

 小学校 中学校 

言葉の特徴や使い方 ◎ ◎ 

情報の扱い方 ◎ － 

我が国の言語文化 ◎ － 

話すこと・聞くこと ◎ 〇 

書くこと ◎ △ 

読むこと ◎ △ 

  

③問題形式 

 小学校 中学校 

選択式 ◎ 〇 

短答式 ◎ 〇 

記述式 ◎ △ 

 

 ④成果と課題 

 ア）成果のあった問題の概要 

 小学校 中学校 

【話し合いの記録】の書き表し方を説明したもの

として適切なものを選択する（情報の扱い方） 

変換した漢字として適切なものを選択する（かい

しん）（言葉の使い方や特徴） 

【ちらし】の下線部イ（あつい日）を、漢字を使

って書き直す（言葉の特徴や使い方） 

ちらしの中の情報について、示す位置を変えた糸

を説明したものとして適切なものを選択する（書

くこと） 

【話し合いの記録】における小森さんの傍線部の

発言を説明したものとして適切なものを選択する 

スライドを使ってどのように話しているのかを説

明したものとして適切なものを選択する（話すこ

と・聞くこと） 

 イ）課題のあった問題の概要 

小学校 中学校 

【インタビューの様子の一部】で小森さんが傍線

部アのように発言した目的として適切なものを選

択する（話すこと・聞くこと） 

ちらしに「会場図」を加えた目的を説明したもの

として適切なものを選択する（書くこと） 

【インタビューの様子の一部】で小森さんが傍線

部イのように発言した理由として適切なものを選

択する（話すこと・聞くこと） 

物語の始めに問いかけが示されていることについ

て、その効果を説明したものとして適切なものを

選択する（読むこと） 

  

 小学校 中学校 

知識・技能 ◎ ◎ 

思考・判断・表現 ◎ △ 

※表の記号は 

◎十分な成果が出ているもの 

〇もう少し工夫が必要なもの 

△課題と考えられるもの 

 小中共通の課題は大きく存在していないこと

がわかる。ただし、当該学年の児童生徒に関する

データであるため、全ての学年に当てはまるとは

言い切れない。３（３）について、研究所だより

で示した問題の傾向から、授業改善の参考にして

いただきたい。 
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（２）算数・数学 ※「－」は問題の設定がない内容 

 ①学習指導要領の内容            ②評価の観点 

 小学校 中学校 

数と計算（数と式） ◎ △ 

図形 ◎ 〇 

測定 ◎ － 

変化と関係（関数） ◎ △ 

データの活用 ◎ △ 

  

③問題形式 

 小学校 中学校 

選択式 ◎ △ 

短答式 ◎ △ 

記述式 ◎ △ 

 

 ④成果と課題 

 ア）成果のあった問題の概要 

小学校 中学校 

10％増量したつめかえ用のハンドソープの内容量

が、増量前の何倍かを選ぶ（変化と関係） 

△ABC において、∠Aの大きさが５０°のときの頂

点 Aにおける外角の大きさを求める 

2022 年の全国のブロッコリーの出荷量が 2002 年

の全国のブロッコリーの出荷量の約何倍かを、棒

グラフから読み取って選ぶ（数と計算、データの活用） 

 

示された表から、「春だいこん」や「秋冬だいこ

ん」より「夏だいこん」の出荷量が多い都道府県

を選ぶ（データの活用） 

 

 イ）課題のあった問題の概要 

小学校 中学校 

数直線上に示された数を分数で書く（数と計算） ある学級の生徒 40 人のハンドボール投げの記録を

まとめた度数分布表から、20ｍ以上 25ｍ未満の階

級の総体度数を求める（データの活用） 

 果汁 40％の飲み物 a mL に含まれる果汁の量を、a

を用いた式で表す（数と式） 

 ３n と３n＋３の和を２（３n＋１）＋１と表した

式から、連続する二つの３の倍数の和がどんな数

であるかを説明する（数と式） 

 

 

 小学校 中学校 

知識・技能 ◎ △ 

思考・判断・表現 ◎ △ 

 共通課題はほとんどないと考えられる。国語と

同様に、研究所だよりで、算数・数学の出題傾向

から授業改善のヒントを示しているので、参考に

していただきたい。 
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（３）理科 

①学習指導要領の内容            ②評価の観点 

 小学校 中学校 

エネルギー ◎  

粒子 〇  

生命 ◎  

地球 ◎  

  

③問題形式 

 小学校 中学校 

選択式 ◎  

短答式 ◎  

記述式 〇  

 

④成果と課題 

 ア）成果のあった問題の概要 

 小学校 中学校 

乾電池２個のつなぎ方について、直列につなぎ、

電磁石を強くできるものを選ぶ（エネルギー、知

識・技能） 

水道水と精製水に関する２人の発表を見て、探究

の過程におけるあなたの振り返りを記述する（粒

子、思考・判断・表現） 

水が陸から海へ流れていくことについて、水の行

方と関連付けているものを選ぶ（地球、知識・技

能） 

「理科の実験では、なぜ水道水ではなく精製水を

使うのかな？」という疑問を解決するための課題

を記述する（粒子、思考・判断・表現） 

ベルをたたく装置の電磁石について、電流がつく

る磁力を強めるため、コイルの巻数の変え方を書

く（エネルギー、知識・技能） 

生物１から生物４までの動画を見て、呼吸を行う

生物をすべて選択する（生命、知識・技能） 

 イ）課題のあった問題の概要 

小学校 中学校 

レタスの種子の発芽の結果から、てるみさんの気

付きを基に、見いだした問題について書く（生

命、思考・判断・表現） 

牧野富太郎の「サクユリ」のスケッチから、サク

ユリの【茎の横断面】、【根】として適切なものを

判断し、選択する（生命、思考・判断・表現） 

水の温まり方について、問題に対するまとめをい

うために、調べる必要があることについて書く

（粒子、思考・判断・表現） 

電熱線を利用して水を温めるための電気回路につ

いて、直列と並列とで回路全体の抵抗が大きい装

置や速く水が温まる装置を選択する（エネルギ

ー、知識・技能） 

 

 

 

 小学校 中学校 

知識・技能 ◎  

思考・判断・表現 ◎  

 中学校理科については、問題ごとの平均値のみ提

供されているため、総括的に評価することが難しい。

中学校理科の問題ごとの平均値において、小学校と

の比較を行ったが、小中学校の共通の課題は顕著に

はなっていない。 

 研究所だよりに示したが、学習過程において児童

生徒が考える場面を明確に設定することが必要で、

そのための「課題設定」「まとめ」「ふりかえり」の

扱いは大事にすると良い。 
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６ 質問調査について 

（１）全国平均より特に高い数値を示したもの 

 学 習 面 生 活 面 

小 ■ICT 機器を活用することによって、自分のペースで学

習を進めることができる（＋11.5） 

■ICT 機器を活用することについて、友達と協力しなが

ら学習を進めることができる（＋12.5） 

■５年生までに受けた授業では、課題の解決に向けて、

自分で考え、自分から取り組んでいた（＋28.1） 

■５年生までに受けた授業では、各教科で学んだことを

生かしながら、自分の考えをまとめる活動を行ってい

た（＋28.4） 

■先生は、あなたのよいところをとても認めてくれている

と思う（＋30.4） ※思わないと回答０名 

■困りごとや不安があるときに、先生や学校にいる大人

にいつでも相談できる （＋24.0） 

■先生は、授業やテストで間違えたところや、理解してい

ないところについて、分かるまで教えてくれていると思

う（＋23.7） 

中 ■２年生のときに受けた授業で、PC・タブレットなどの

ICT 機器を、１日に複数の授業で活用した（＋52.3） 

■ICT 機器を使って情報を整理することができる 

（＋13.9） 

■国語の授業で、先生は、あなたの学習のうまくできてい

ないところはどこかを伝え、どうしたらうまくできるよう

になるかを教えてくれる（＋16.2） 

■いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思う

（全員） 

■地域の大人に、授業や放課後などで勉強やスポーツ、

体験活動に関わってもらったり、一緒に遊んでもらっ

たりすることがある（＋25.0） 

（小）                    （中） 

  

  

85.7

56.3 55.3
50

60

70

80

90

京極町 北海道 全国

先生は，あなたのよいところを認めてくれる（当てはまる）

77.2

64.4 63.3
50

60

70

80

90

京極 北海道 全国

PC・タブレットなどのICT機器を使って情

報を整理することができる

85.7

68.5 70.6

50

70

90

京極町 北海道 全国

困りごとや不安があるときに、先生や学校にい

る大人にいつでも相談できる

86.3

75.5 75.2

50

60

70

80

90

京極町 北海道 全国

数学の授業で学習したことは、将来、社会に

出たときに役に立つと思いますか

ICT 機器の活用について、小中ともに高い数値

が示された。 
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（２）全国平均から比べ、課題と思われるもの 

 学 習 面 生 活 面 

小 ▲自分と違う意見について考えるのは楽しいと思う 

（－13.9） 

▲分からないことやくわしく知りたいことがあったときに、

自分で学びを考え、工夫することはできている 

（－17.6） 

▲自分にはよいところがあると思う（－10.4） 

▲学校に行くのは楽しいと思う（－8.0） 

中 ▲自分と違う意見について考えるのは楽しいと思う 

  （-29.2） 

▲分からないことやくわしく知りたいことがあったときに、

自分で学びを考え、工夫することはできている 

（－13.8） 

▲２年生のときにうけた授業では、各教科で学んだことを

生かしながら、自分の考えをまとめる活動を行ってい

た（－11.5） 

▲学習した内容について、分かった点や、よく分からなか

った点を見直し、次の学習につなげることができている

（－9.8） 

▲自分にはよいところがあると思う（－18.0） 

▲学校に行くのは楽しいと思う（－13.3） 

（小）                    （中） 

  

  

64.3

80.6 81.7

40

50

60

70

80

90

京極町 北海道 全国

分からないことやくわしく知りたいことがあったとき

に、自分で学び方を考え、工夫することができる

50

76.9
79.2

40

50

60

70

80

京極町 北海道 全国

自分と違う意見について考えるのは楽しい

64.3
69.4 69.7

20

30

40

50

60

70

京極町 北海道 全国

読書は好きですか

40.9

64 61.6

20

30

40

50

60

70

京極町 北海道 全国

読書は好きですか

小学校の課題は、小中共通の課題となっている

ことがわかる。 

（共通課題） 

・協働的な学びにおける対話の質 

・学びの自己調整 

（中学校課題） 

・自分の考えをまとめる活動経験 

・次の学びにつなぐ、ふりかえりの質 
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（３）クロス分析結果から生かせること 

 ※肯定的な回答をした児童生徒と否定的な回答をした児童生徒の平均正答率を比較し、小・中学

校とも３教科全てにおいて平均正答率が上回ったもの（グラフ左：小学校、右：中学校） 

①前学年までに受けた授業では、各教科で学んだことを生かしながら、自分の考えをまとめる活動

を行っていましたか 

 

 

②前学年までに受けた授業は、自分にあった教え方、教材、学習時間などになっていましたか。

 
 

③あなたは自分が PC・タブレットなどの ICT 機器で文章を作成する（文字、コメントを書くなど）

ことができると思いますか 
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66.2 67.6

28.6

50

29.4

0
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40
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80

国語 算数 理科

肯定的回答者平均 否定的回答者平均

48.9
40

52.9
47.6

26.7

44.6

0

20

40

60

80

国語 数学 理科

肯定的回答者平均 否定的回答者平均

50.4

35.9

50.3
39.3

28.3

46.1

0

20

40
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100

国語 数学 理科

肯定的回答者平均 否定的回答者平均
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国語 算数 理科

肯定的回答者平均 否定的回答者平均

50.4
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35.7

20
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国語 数学 理科

肯定的回答者平均 否定的回答者平均

80.5
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50
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44.1

0

20

40

60
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100

国語 算数 理科

肯定的回答者平均 否定的回答者平均
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④あなたは自分が PC・タブレットなどの ICT 機器を使って学校のプレゼンテーション（発表のスラ

イド）を作成することができると思いますか？ 

 

 

（４）質問調査から検討できる改善策等 

 

 

79.2
67.1 66.9

57.1
53.1 52.9

0

20

40

60

80

国語 算数 理科

肯定的回答者平均 否定的回答者平均

50

37.4

51.2

41.1

21.7

42.1

0

20

40

60

80

国語 数学 理科

肯定的回答者平均 否定的回答者平均

□ICT の活用状況は、全般的に小・中学校ともに高い傾向にあり、継続していくことが望

ましい。 

 

□ICT の活用についてクロス分析結果から、ICT を使った学習に得意意識がある児童生徒

は、学習内容の定着率が高いことがわかることから、苦手意識を持っている児童生徒

への ICT 活用支援や、特に小学校段階の６年間における系統的な ICT スキルについて、

整理していくことが急務と思われる。 

 

□クロス分析①において、自分の考えをまとめる活動を行うことができると答えた児童

生徒の方が学習内容の定着につながっていることがわかる。研究所だより６に、国語

における思考力・判断力・表現力の重点「自分の思いや考え」の学年別系統表を示し

た。まずは、小学校低学年では「自分の考えをもつ」、中学年では「まとめる」、高学年

では「広げる（≒対話・協働学習が必要）」、中１では「確かなものにする」、中２・３

では「広げたり深めたりする（≒対話が重要）」ように、重点の系統を意識したまとめ

活動を、各教科で取り組むことが必要と思う。 

 

□クロス分析②において、「自分にあった教え方、教材、学習時間」とは、「個別最適な学

び」と直結する設問であったと考える。そのためには、「学習者による自己選択の場面

設定」が必須と言えるため、１単位時間及び単元のどの場面で、どんな自己選択がで

きるか、各教科において実践していくことが必要と思う。 
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京極町教育研究所（湧学館内）                        令和７年５月27日（火） 

 

担当 京極町教育研究所主任所員  

～令和７年度 全国学力・学習状況調査（理科）の分析～ 

 全国学力・学習状況調査は、見方・考え方を働かせて「１人で解く」と考えると、単に「知識・

技能」が獲得されているだけでは十分な資質・能力を有して臨んでいるとは言えません。３

号で記載したように「知識・技能」を活用して「思考・判断・表現」の力を高めながら、新

たな「知識・技能」の獲得も目指す授業展開を行うことが「１人で解く」ための大切な準備

です。そのことが、日常の授業経験を生かして「１人で解く」こととなりますから、全国学

力・学習状況調査問題から、日常の授業改善のヒントを得ることが大切です。 

 

 とは言え、そんなことも十分承知でしょうから、改めてどんなことを大切にしていくこと

がその最適解か？と言えば、 

「教科書の学習展開を十分意識しながら、その過程において児童生徒自らが考える場面を大切に

していくこと」 

と考えるとどうでしょうか。以下に示す問題からわかるように、「課題設定」「まとめ」「ふ

りかえり」の場面において考えさせることがとても大切です。そのための工夫が腕の見せ所

です。「課題」と「まとめ」の間は？と言えば、既に両校とも、どのクラスでも十分意識し

ていますので、ここでは触れません。 

 

 ４号では、理科について扱っています。全国学力・学習状況調査の分析については、全体

的にできなかった問題の解き方を考えさせることにあるのではなく、授業改善の視点に立っ

た分析が重要です。理科を授業していない先生にも、何らかのヒントをもたらすことができ

ればよいなと考えます。 

「学習課題」「まとめ」「ふりかえり」については、どの教科でも共通して扱いますので、自分が指

導している教科に置き換え、児童生徒が主体的に考え、学びの自己調整が十分に行われる工夫

がなされているかというあたりを想像しながら理科の問題を見てみてください。 

 

１ 理科の問題作成の視点 

（１）評価の観点と視点 

  理科は、２観点に基づき作成されますが、下の表のように２観点を５つの視点に分けて

作成されます。 

観点 知識・技能 思考・判断・表現 

視点 知識 技能 分析・解釈 構想 検討・改善 
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（２）各視点の要点 

 共通 ※（ ）は中学校 

知識 基礎的・基本的な理解（見通しをもった問題解決により習得した事実的な知識）を、

既有の知識と関連付けたり活用したりする 

技能 観察、実験の器具（見通しをもった問題解決により習得した名称の理解）の操作、結

果の記録や整理、処理（適切に記録すること） 

分析・解釈 情報を分析して解釈し、判断したり推論したりする（結論を導き出す） 

構想 （根拠のある）予想や仮説に基づいて観察、実験を計画して、探究の過程（解決の方

法）を見通したり、構想したりする 

検討・改善 自他の考えを多面的、総合的に捉えて妥当な考えに高めたり（改善し）、探究の過程や

方法（より科学的なものに変容させる）を評価したりする 

 中学校特有のものとしては、２観点において共通した文言があります。 

 □知識・技能：「自らの問題意識に支えられ、見通しをもって問題解決に取り組むこと」 

 □思考・判断・表現：「自分の考えをもつことができるかどうか」 

 ⇒この２つを、各教科共通のものに置き換えると、 

「学習課題を考えさせているか」 ※下の２（３） 

「課題解決の際に、自分の考えをもつようにしているか」※下の２（４）（５） 

と、考えるとよいと思います。 

 

２ 各視点に関する特徴的な例題 

（１）知識 （小）２（４）      （中）１（１） 

   
⇒実験や観察を通して獲得した知識が問われています。 
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（２）技能 （小）３（２）     （３）分析・解釈 （中）１（２） 

   

 ⇒実験器具の操作などの技能に関す   ⇒理科の実験では、なぜ水道水ではなく精製水 

 る知識                 を使うのかを解決するための課題を記述 

 

（４）構想 （小）３（４）       中２（１） 

  
 ⇒学びの自己調整に直結する問題。結果を基にした新たな課題や根拠のある計画。 
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（５）検討・改善 

 （小）１（２）            （中）１（６） 

  

（小）４（１）            （中）９（１） 

  
⇒「まとめ」や「ふりかえり」に自分の考えを持たせる工夫があります。 

13



京極町教育研究所（湧学館内）                        令和７年６月13日（金） 

 

担当 京極町教育研究所主任所員  

 中学校へ行った帰り際に、A先生に呼び止められ、小学校の B先生の授業を見たときの

感想を報告してくれました。次は、B先生が A先生の授業を見に来るそうです。手作り感

のある小中連携の姿がありますし、若手教員が切磋琢磨している姿は頼もしいものです。

学んだこと、感じたことを言語化（書いても話しても打ち込んでも有り）すると確かな定

着につながります。児童生徒が行っている「まとめ」「ふりかえり」などのアウトプットも

同じことです。 

「教師の学びの姿も、子供たちの学びの相似形である」（独立行政法人教職員支援機構） 

～令和７年度 全国学力・学習状況調査（算数・数学）の分析～ 

 解説資料（国立教育政策研究所教育課程研究センター）には、調査問題作成の意図が次の

ように記載されています。 

小 学習指導要領で求められている資質・能力を育成していくためには、学習過程の果たす役割が

極めて重要 

中  中学校数学科の指導のねらいからみて、今後の学習において活用される基礎的・基本的な知識

及び技能や、その知識及び技能が、生徒が問題解決をしていく過程でどのように用いられている

かについて明確にして出題することとした 

 どちらも、学習過程を重視しており、調査問題を通して、求められている学習過程を示し

ていることになります。そのため、授業改善のヒントを得るための分析とすることが必要で

す。 

１ 学習過程 

 

 左の図が、解説資料に示された調査問題の枠組みです。右の図は、文部科学省が示す算数・

数学の学習過程のイメージです。当然ながら、左右は同じことを表しています。これらを、

各教科書会社では、児童生徒向けに教科書冒頭に次のように示してくれています。 
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 写真左は小学校教科書（教育出版）、右は中学校教科書（東京書籍）です。１学期最初の

授業では、このあたりを児童生徒と共有しているのではないでしょうか。望ましい学習過程

の展開について、自然発生的に発生することを待つことなく、日常的に共有していきましょ

う。 

 

２ 問題 

（１）小学校 

 ①「方法」を記述する問題（問題の一部を掲載） 

  
 解説資料によると、「方法」を記述する問題では、問題を解決するための自分の考え方や

解決方法の記述を求めること、他者の考え方や解決方法を解釈して、その記述を求めること

が考えられる。また、ある場面の解決方法を基に別の場面の解決方法を考え、その記述を求

めることが考えられる。⇒学習過程（教科書図）では「だったら」のところです。 
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 ②「事実」を記述する問題 

 

（２）中学校 

 調査問題の枠組み 

 

 中学校では、大問題が９つあり、その内訳は大きく次のようになっています。 

１～５ 数学の学習過程において問題発見・解決する際の、ある局面に限定している。 

⇒知識・技能に特化した問題が出題されました。※ただし、計算問題のように式が書かれて

いて答えを出すような単純な問題ではない。 

６～９ 数学の問題発見・解決における複数の局面を想定している。⇒知識・技能を活用した、思考・

判断・表現が問われる問題。「見方・考え方」が働いている場面そのもの 

 「事実を」記述する問題では、計算の性質、

図形の性質、二つの数量の関係などの記述を

求めること、表やグラフなどから見いだすこ

とができる特徴や傾向の記述を求めることが

考えられる。また、「事実」を記述する際には、

説明する対象を明らかにして記述することが

考えられる。 

 

⇒学習過程では、「話し合って深める」前後の

ところになります。また、まとめに直結する

内容ですので、授業時に日常的にまとめを自

ら書くようにしていくことは、このような問

題に対応できるか見取るポイントとなり得ま

す。 

 授業時間におけるポイントとも言える

ものが網羅されています。 

 特に、Ⅲ「問題解決の過程や結果を振り

返って考察すること」に記載されている、 

 ・「事象に即して解釈する」 

 ・「過程や結果を批判的に考察する」 

 このあたりは、かみ砕いて説明しながら

生徒と共有したり、授業時間においてその

ようにできている場面で価値づけをして、

そのことが一般化できるようにしたりす

ることが有効と思います。 
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 ①１～５の問題 

 

 ②６～９の問題 
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京極町教育研究所（湧学館内）                        令和７年７月11日（金） 

 

担当 京極町教育研究所主任所員  

 １学期の終わりが近づく中、外部の専門家による指導・助言も受けながら、授業をはじ

めとするすべての教育活動において工夫と改善を重ねてこられた先生方に、心からの労い

の言葉をお送りしたいと思います。 

特に今年度は、授業を見せていただく機会を多く設けており、指導・助言の視点を大切

にしながらも、先生方が積み重ねてこられた実践の変化や工夫の跡を目の当たりにしてい

ます。そのため、単なる一場面での評価では捉えきれない奥行きを強く感じています。 

先生方の日々の取り組みや努力について、町内外にしっかりと発信していくことも、私

に課せられた大切な役割の一つだと感じています。 

～令和７年度 全国学力・学習状況調査（国語）の分析～ 

 既に発行した算数、数学、理科の分析と同様に、日常の授業改善につなげる視点で分析を

してみます。 

 

１ 学年の目標（ ）は中学校内容 ※学習指導要領解説から 

（１）知識及び技能 

  ○日常生活（社会生活）に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、我が国の言

語文化に親しんだり理解したりすることができるようにする。 

※全学年共通。小学校から中学校への発展は日常生活⇒社会生活 

 

（２）思考力、判断力、表現力等（大きな違いの部分抜粋）※言語活動の中心 

  ○考える力や感じたり想像したりする力を養う 

  ○人との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えをもつ（広げたり深めたり

する）こと ⇒対話的な学び 

思考力・判断力・表現力の重点系統表 

 考える力 感じたり想像したりする力 自分の思いや考え 

小１～２ 順序立てて考える力 

具体的記載なし 

もつこと 

小３～４ 

筋道立てて考える力 

まとめること 

小５～６ 広げること 

中１ 豊かに感じたり想像したりする力 確かなものにすること 

中２ 
論理的に考える力 

共感したり想像したりする力 
広げたり深めたりすること 

中３ 深く共感したり豊かに想像したりする力 
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（３）学びに向かう力、人間性等 

  ○言葉がもつよさを感じること（価値に気付くこと）、読書をすること、国語（我が国

の言語文化）を大切にして思いや考えを伝え合おうとする 

学びに向かう力、人間性等の重点系統表 

 言葉がもつよさ（価値） 読書 国語（我が国の言語文化） 

小１～２ 感じる 楽しんで 

具体的記載なし 小３～４ 気付く 幅広く 

小５～６ 認識する 
進んで 

中１ 気付く 
我が国の言語文化を大切にして 

中２ 
認識する 

生活に役立てる 

中３ 自己を向上させる 我が国の言語文化に関わり 

 

 （２）（３）とも、系統表にある重点を意識しながら、児童生徒の実態に乖離した高すぎ

る目標を設定しないように注意が必要。また、指導の際に重点について、単元の学習課題設

定時に児童生徒と共有することも有効。 

 

２ 出題問題と関連する教科書教材 出題の趣旨は国立教育政策研究所「解説資料」から 

 出題された問題と関連の深い教材を記載しました。各教材の指導時には、全国学力・学習

状況調査問題との関連を意識した指導を行うことで、授業改善のヒントとして活用していた

だきたいと考えています。 

（１）小学校１（思考・判断・表現）A話すこと・聞くことイ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

①趣旨 

 目的や意図に応じて、集めた材料を分類したり関係付けたり

して、伝え合う内容を検討し、話の内容を捉え、話し手の考えと

比較しながら聞き、自分の考えをまとめることができるかどうか

をみる。 

②関連の深い言語活動を扱う教材 

１年：みつけて はなそう、はなしを つなごう 

２年：ひろい公園／ひろがることば つながるひろがる 

   「クラスお楽しみ会」をひらこう 

３年：じこしょうかいビンゴゲーム／「りす公園」はどこにある？／

ちいきの行事 

４年：「便利」をさがそう 

５年：見つけたよ！／「対話」というやりとり／ひみつを調べて発

表しよう 

６年：聞かせて！「とっておき」の話 
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（２）小学校２（思考・判断・表現）B書くことア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）小学校３（思考・判断・表現）C読むことア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①趣旨 

 目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いたりするととも

に、図表を用いるなど、自分の考えが伝わるように書き表し方を工

夫することができるかどうか 

②関連の深い言語活動を扱う教材 

１年：せんせい、あのね／よく みて かこう／しらせたい ことを かこう／

えにっきを かこう／たのしかった ことを かこう／しらせたいな いきも

のの ひみつ／「のりものカード」 でしらせよう／おもい出のアルバム 

２年：かんさつ発見カード／「生きものクイズ」でしらせよう／町の「すてき」

をつたえます／おもしろいもの、見つけたよ／おもちゃのせつめい書を

書こう／こんなことができるようになったよ 

３年：「発見ノート」／クラスの「生き物ブック」／取材したことをほうこく文に

／強く心にのこっていることを 

４年：リーフレットでほうこく／作ろう学級新聞／クラスの「不思議ずかん」を

作ろう／自分の成長をふり返って 

５年：情報ノート／案内やしょうかいのポスター／世界遺産 白神山地から

の提言／ひろがる言葉 これまで これから 

６年：考えを図や表に／みんなで作ろうパンフレット／十二歳の主張 

 

①趣旨 

 文章全体の構成を捉えて要旨を把握し、目的に応じて、文章と

図表を結び付けるなどして必要な情報を見付けることができるかど

うか 

②関連の深い言語活動を扱う教材 

１年：すずめの くらし／だれが、たべたのでしょう／はたらく じど

う車／みぶりで つたえる 

２年：すみれと あり／さけが大きくなるまで／この間に何があっ

た？／ジャンプロケットを作ろう 

３年：うめぼしのはたらき／めだか／くらしと絵文字／川をつなぐち

え 

４年：ぞうの重さを量る／花を見つける手がかり／分類をもとに本

をみつけよう／ウミガメの命をつなぐ／くらしを便利にするため

に 

５年：新聞を読もう／ことなる見方／言葉と事実／世界遺産 白神

山地からの提言／まんがの方法 

６年：アイスは暑いほどおいしい？グラフの読み取り／雪は新しい

エネルギー／ぼくの世界、君の世界 

著作権保護のため非掲載 
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（４）中学校１（思考・判断・表現）B書くことイ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）中学校２（思考・判断・表現）A話すこと・聞くことア 

 

 

 

①趣旨 

 案内文を書く場面において（文脈に即して漢字を正しく使うこと／目的に応じて、集めた材料を整理し、伝えたいことを明確に

すること／書く内容の中心が明確になるように、内容のまとまりを意識して文章の構成や展開を考えること／自分の考えが伝わ

る文章になるように、根拠を明確にして書くこと）ができるかどうか 

②関連の深い言語活動を扱う教材 

１年：情報を整理して説明しよう／項目を立てて書こう／今に生きる言葉／構成や描写を工夫して書こう 

２年：適切な根拠を選んで書こう／仁和寺にある法師 

３年：論理の展開を意識して書こう／つながる古典／三年間の歩みを振り返ろう 

①趣旨 

 スピーチで考えを提案する場面にお

いて（資料や機器を用いた話し方の

工夫を捉えること／相手の反応を踏ま

えながら、自分の考えが分かりやすく

伝わるように表現を工夫すること／自

分の考えが明確になるように、論理の

展開に注意して、話の構成を工夫す

ること／資料や機器を用いて、自分の

考えが分かりやすく伝わるように表現

を工夫すること）ができるかどうか 

②関連の深い言語活動を扱う教材 

１年：情報を聞き取り、要点を伝える 

２年：意見を聞き、整理して検討する 

３年：意見を聞き、適切さを判断する 
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（６）中学校３（思考・判断・表現）C読むことイ 

 

（７）中学校４（思考・判断・表現）B書くことイ 

 

①趣旨 

 文学的な文章を読む場面において（表現の効果につ

いて、根拠を明確にして考えること／文章全体と部分と

の関係に注意しながら、登場人物の設定の仕方を捉える

こと／事象や行為を表す語句について理解すること／文

章の構成や展開について、根拠を明確にして考えるこ

と）ができるかどうか 

②関連の深い言語活動を扱う教材 

１年：はじまりの風／大人になれなかった弟たちに…… 

２年：情報×SDGs／ヒューマノイド／扇の的／走れメロス 

３年：握手／言葉の釣り糸を垂らす／情報×SDGs／複

数の意見を読んで、考えよう／夏草／それでも、言葉

を 

①趣旨 

 お礼の手紙を書く場面において（読み手の立場に立

って、表記を確かめて、文章を整えること／読み手の立

場に立って、語句の用法、叙述の仕方などを確かめて、

文章を整えること）ができるかどうか 

②関連の深い言語活動を扱う教材 

中学校１に同じ 

 

著作権保護のため非掲載 
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３ 全国学力・学習状況調査問題を踏まえた授業改善のポイント（提案） 

（１）指導教材の主たる言語活動を適切に把握する 

  「言語能力を育成する中心的な役割を担う国語科においては、言語活動を通して資質・

能力を育成する。」（小学校学習指導要領解説 P12、中学校学習指導要領解説 P12） 

  とされていることから、国語科で培う資質・能力については、重点となる言語活動を適

切におさえた授業づくりを行うことが大切です。 

 

 

 

 

 

（２）資質・能力に関する重点系統表を踏まえる 

  系統表には、学年の重点や学年間のつながりとなるキーワードが見えてきます。 

 

 

 

 

（３）教科書をしっかり使いましょう※どの教科においても 

 （１）（２）のようなことについては、わかってはいるけど、十分吟味する時間がないと

いうこともあるかと思います。教科書は、学習指導要領の内容を遵守したつくりとなって

いるため、望ましい授業展開や重点的に扱う言語活動などが、しっかり設定されたつくり

となっています。ですから、教科書を使わない授業づくりを行っていくことは、せっかく

あるものを使わずに１からの授業づくりとなってしまいます。 

 

 

 

 

 

（４）教材と全国学力・学習状況調査問題の意識 

 全国学力・学習状況調査結果で良い結果を得るためにという視点ではなく、各教材・単元

において獲得すべき資質・能力をしっかり獲得させるという視点に立ち、今年度出題された

問題に係る言語活動に関連の深い教材を指導する際は、「この教材は、令和７年度の全国学

力・学習状況調査問題と関連の深い教材です」と、この単元で獲得すべき資質・能力をしっ

かり身に付けさせるような意識づけを行いましょう。 

７年度の学力・学習状況調査において、学校の課題となっている問題については、その問題が重

点とした言語活動を行うこととしている各学年の該当教材の単元・授業構成を、全国学力・学習状

況調査問題を踏まえた構成としてみるとどうか。 

系統表の重点を踏まえた授業づくりを行ってみましょう。 

単元の指導目標のキーワードとなります。 

机上に教科書を開かせて授業を行いましょう。教科、内容によっては思考の妨げとなってしまう

と思われがちですが、思考の助けとなるものです。他者参照と同じことです。どの教科において

も、教科書を使って授業を行いましょう。 

全国学力・学習状況調査問題に関連の深い教材であることを意識させ、「何ができるようになる

（単元・教材）か」について、児童・生徒と単元のはじめに共有しましょう。 
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